
5. 普及・広報活動                                                                       5.1. ホームページ 

5.2. 施設公開等 

５．普及・広報活動 

 
気象研究所では、研究の内容や業務について広く一般の方々の理解を促進するため、気象研究所ホー

ムページやパンフレットなどの媒体を通じて情報を発信している。 
また、施設の公開は気象研究所が独自に実施しているもののほか、他省庁の主催する行事への協力や

筑波研究機関連絡会、つくば市等の行事と連動し、効果的な普及･広報活動に努めている。 
 
５．１．ホームページ 

 
気象研究所のホームページは、気象研究所の研究活動や内容を内外に向けて積極的に発信することを

目的として、平成 7 年 12 月から運用している。 
 気象研究所ホームページは、気象庁のホームページや関連研究機関からもリンクが張られており、平

成 20 年 4 月から平成 21 年 3 月までのアクセス件数は約 202 万件であった。 
 

 

 

ホームページアドレス：http://www.mri-jma.go.jp 

 

５．２．施設公開等 

 

５．２．１．一般公開、施設見学 

一般公開（科学技術週間） 

気象研究所では、科学技術に関する国民の関心と理解を深めるため、科学技術週間＊の行事の

一環として一般公開を行っている。この一般公開では研究・観測施設公開のほか、ビデオ放映や

パネル展示による業務紹介を行っている。 
平成 20 年度は 4 月 16 日（水）に一般公開を実施し、185 名の来場者があった。 

 
＊科学技術週間とは 

科学技術に関し、広く一般国民の関心と理解を深め、わが国の科学技術振興を図るために設

定されている週間。例年、発明の日（4 月 18 日）を含む週が科学技術週間として設定される。 
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お天気フェア 

気象研究所では、高層気象台、気象測器検定試験センターと共同で、毎年夏休み期間中に「お

天気フェア」を開催している。この「お天気フェア」では、研究・観測施設の公開やビデオ上映

のほか、研究部ごとに特徴を生かしたブースを設置し、実験や解説を行っている。さらに、例年

天気図講習会として天気図の描き方に関する講習会を行っており、小中学生から好評を得ている。 
また、このお天気フェアは、つくば市主催の研究機関スタンプラリー「つくばちびっ子博士」

の対象にもなっている。 
平成 20 年度は、8 月 6 日（水）に以下の内容で開催し、2530 名の来場者があった。 

 
天気図講習会（予報研究部） 
実験・体験コーナー 
・ 雪の結晶を観察しよう ・・・・・・・・・・・物理気象研究部 
・ エルニーニョの仕組み・・・・・・・・・・・・海洋研究部 
・ マグニチュード体験 ・・・・・・・・・・・・地震火山研究部 
・ 雨滴風洞実験装置・・・・・・・・・・・・・・環境・応用気象研究部 
・ 赤外線で温度を測る・・・・・・・・・・・・・地震火山研究部 
・ 海は二酸化炭素を吸収する・・・・・・・・・・地球化学研究部 
・ 空気砲で遊ぼう・・・・・・・・・・・・・・・企画室 
・ 誕生日の衛星写真・・・・・・・・・・・・・・気候研究部 
・ びっくりお天気上映会・・・・・・・・・・・・気象衛星・観測システム研究部 
・ 地震の音を聞いてみよう！・・・・・・・・・・地震火山研究部 
・ ―パラシュートをつくろう―とばそう・・・・・高層気象台 
・ 風船はどうなるの？・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ 有害紫外線の測定実験・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ オゾンゾンデの実験・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ 紫外線をチェックしよう・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ 放球体験・・・・・・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ 雲の発生装置 ・・・・・・・・・・・・・・・環境・応用気象研究部 
・ どっちが塩水・・・・・・・・・・・・・・・・海洋研究部 

ビデオ上映（気象研究所概要ほか） 
観測・研究施設見学 
・ 回転実験装置 ・・・・・・・・・・・・・・・物理気象研究部 
・ 低温実験施設 ・・・・・・・・・・・・・・・物理気象研究部 
・ 係留気球 ・・・・・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ ラジオゾンデ ・・・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ 気象測器参考館 ・・・・・・・・・・・・・・気象測器検定試験センター 
・ 地震体験車 ・・・・・・・・・・・・・・・・（協力）つくば市消防署 
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施設見学など 

定期的な一般公開（科学技術週間、お天気フェア）のほか、主として学校教育の一環として行

なわれる校外授業や海外からの来訪者などを対象に、必要に応じて施設見学の対応を行なってい

る。見学内容は、見学の目的や実験の状況などを勘案し、その都度設定している。 
平成 20 年度は 43 件の見学を受け入れた。 
 
 

５．２．２．普及・教育制度との連携 

 
サイエンスキャンプ 

サイエンスキャンプは、最先端の研究者による講演や研究現場の見学を通じ、次世代の科学技

術の担い手である高校生の「科学技術に関する興味･関心を高め、創造的探求心を育てること」を

目的にした、(財)日本科学技術振興財団の事業である。 
気象研究所では、平成 9 年度からサイエンスキャンプに協力し、次世代を担う生徒の芽を育ん

できた。平成 20 年度は、7 月 28 日から 7 月 30 日の 3 日間、全国から 18 名の高校生を受け入れ、

講義や実験などを行った。 
 

講義内容 
・ 天気予報の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・柳野 健 
・ 天気予報の実際・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中村誠臣 
・ エマグラムを書いてみる・・・・・・・・・・・・・・・加藤輝之 
・ 天気予報の実習・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大泉三津夫、中村誠臣 

                          加藤輝之、橋本明弘 
・ 温暖化の講義とガイダンス ・・・・・・・・・・・・・松枝秀和 
・ CO2測定実習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・澤 庸介、笹野大輔 

和田 晃、松枝秀和 
・ 地震の震源を求める・・・・・・・・・・・・・・・・・吉田康宏、山崎明、安藤忍 
・ マグニチュードを求める・・・・・・・・・・・・・・・吉田康宏、山崎明、安藤忍 
・ 津波の波源を求める・・・・・・・・・・・・・・・・・平田賢治、山崎明、安藤忍 
・ 地震実習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・勝間田明男、弘瀬冬樹 

                          安藤忍 
見学内容 

・ 回転実験装置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・物理気象研究部 
・ 低温実験室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・物理気象研究部 
・ スーパーコンピューター ・・・・・・・・・・・・・・企画室 
・ 高層観測（ゾンデ放球） ・・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
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             5.3. 報道発表  

スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）は、文部科学省が「理科大好きプラン」の一環とし

て行なっている取り組みで、気象研究所では平成 14 年度から協力を行なっている。平成 20 年度

は SSH として指定を受けている 8 校を受け入れ、研究官による講義、実験、施設の見学などを

行った。 
・  8 月 4 日 岡山県立玉島高等学校 
・  8 月 6 日 学校法人静岡理工科大学静岡北高等学校 
・  8 月 7 日 山口県立宇部高等学校 
・  9 月 12 日 石川県立七尾高等学校 
・  9 月 26 日 熊本県立第二高等学校 
・ 10 月 16 日 石川県立金沢泉丘高等学校 
・ 10 月 22 日 岐阜県立岐山高等学校 
・ 11 月 7 日 群馬県立桐生高等学校 
 
 

５．３．報道発表 

 

・気象研究所の研究活動の内容を含んだ気象庁の報道発表 
平成 20 年 5 月 9 日 次世代台風予報技術の開発を目指して特別観測実験 T-PARC2008 を実施 
平成 20 年 6 月 26 日 「平成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸地震」について（第９報） 
平成 20 年 7 月 14 日 アルゼンチン気候変動への適応能力強化に関する研修について 
平成 20 年 10 月 16 日 台風の特別観測実験 T-PARC2008 について 
平成 20 年 11 月 19 日 アジア地域「気候変動への適応にかかる能力強化」研修の実施について 

      ※報道発表資料は気象庁ホームページを通じて公表されている。 
 

・気象研究所の報道発表 
平成 20 年 6 月 13 日  成層圏オゾン層の回復が対流圏気候に与える影響 

－南極オゾンホールの変化と南半球下層の偏西風強度の変化の相互関係－ 
（（独）国立環境研究所との共同発表） 

概要：CCMVal 研究グループの内のアメリカ、スイス、カナダ及び日本（国立

環境研究所、気象研究所）の研究グループによる共同研究によって、南

極オゾンホールの動向が南半球対流圏での偏西風の強度に有意な影響

を与える可能性のあることを見出した。その成果が Science に発表され

る。 
平成 20 年 12 月 1 日  鉄道安全運行のための突風探知システムの開発 

～庄内平野の高層ゾンデ観測を公開～ 
（(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構との共同発表） 

概要：(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構の基礎的研究制度の一環として、

気象庁気象研究所をプロジェクトリーダーとする研究グループが平成

19 年度から実施している、突風を探知するシステム開発を目指した研究

開発において行う、山形県庄内平野における高層ゾンデ観測の気球放球

を報道機関向けに公開する。 
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            5.5. その他      

 

５．４．国際的な技術協力 

 

国際連合気候変動枠組条約の非附属書Ⅰ締約国では、第 2 次またはさらに高次の国別報告書の提出

に向けた準備を進めているところが多くある。このため、当該国では、気候変動への適応の基盤とな

る気候変化の将来予測について、的確に行う技術の習得を望んでいる。（独）国際協力機構（以下「JICA」

という。）は、気候変動が地球規模の課題であることから、途上国での取り組みは欠かせないと判断し、

技術支援として気候変動への適応能力強化に関する研修に取り組み始めた。気象研究所は JICA に協

力し、気候変化の将来予測に係る技術支援を行う受け入れ機関として研修を実施した。主なものは以

下のとおり。 
・アルゼンチン気候変動への適応能力強化に関する研修 
・アジア地域「気候変動への適応にかかる能力強化」研修 

また、気象研究所における気象観測研究の知見等を活かした研修受け入れも行っている。主なもの

は以下のとおり。 
  ・日中気象災害協力研究センタープロジェクト「境界層観測」コース（JICA による） 
さらに、地震火山分野にあっては、1995 年以来、（独）建築研究所が行う「国際地震工学研修グロ

ーバル地震観測コース」において、地震波解析による核実験識別法の講義等を行うことを通じて、包

括的核実験禁止条約の枠組み推進に貢献している。 
 

 
 

５．５．その他 

 

研究の成果として得られたプログラムを、申請に応じて研究機関、教育機関に提供し、成果の普及

に努めた。 

・地殻変動解析支援プログラム MICAP-G：日本大学で利用 
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5. 普及・広報活動                                        5.2. 施設公開等 

             5.3. 報道発表  

スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）は、文部科学省が「理科大好きプラン」の一環とし

て行なっている取り組みで、気象研究所では平成 14 年度から協力を行なっている。平成 20 年度

は SSH として指定を受けている 8 校を受け入れ、研究官による講義、実験、施設の見学などを

行った。 
・  8 月 4 日 岡山県立玉島高等学校 
・  8 月 6 日 学校法人静岡理工科大学静岡北高等学校 
・  8 月 7 日 山口県立宇部高等学校 
・  9 月 12 日 石川県立七尾高等学校 
・  9 月 26 日 熊本県立第二高等学校 
・ 10 月 16 日 石川県立金沢泉丘高等学校 
・ 10 月 22 日 岐阜県立岐山高等学校 
・ 11 月 7 日 群馬県立桐生高等学校 
 
 

５．３．報道発表 

 

・気象研究所の研究活動の内容を含んだ気象庁の報道発表 
平成 20 年 5 月 9 日 次世代台風予報技術の開発を目指して特別観測実験 T-PARC2008 を実施 
平成 20 年 6 月 26 日 「平成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸地震」について（第９報） 
平成 20 年 7 月 14 日 アルゼンチン気候変動への適応能力強化に関する研修について 
平成 20 年 10 月 16 日 台風の特別観測実験 T-PARC2008 について 
平成 20 年 11 月 19 日 アジア地域「気候変動への適応にかかる能力強化」研修の実施について 

      ※報道発表資料は気象庁ホームページを通じて公表されている。 
 

・気象研究所の報道発表 
平成 20 年 6 月 13 日  成層圏オゾン層の回復が対流圏気候に与える影響 

－南極オゾンホールの変化と南半球下層の偏西風強度の変化の相互関係－ 
（（独）国立環境研究所との共同発表） 

概要：CCMVal 研究グループの内のアメリカ、スイス、カナダ及び日本（国立

環境研究所、気象研究所）の研究グループによる共同研究によって、南

極オゾンホールの動向が南半球対流圏での偏西風の強度に有意な影響

を与える可能性のあることを見出した。その成果が Science に発表され

る。 
平成 20 年 12 月 1 日  鉄道安全運行のための突風探知システムの開発 

～庄内平野の高層ゾンデ観測を公開～ 
（(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構との共同発表） 

概要：(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構の基礎的研究制度の一環として、

気象庁気象研究所をプロジェクトリーダーとする研究グループが平成

19 年度から実施している、突風を探知するシステム開発を目指した研究

開発において行う、山形県庄内平野における高層ゾンデ観測の気球放球

を報道機関向けに公開する。 

5. 普及・広報活動                                      5.4. 国際的な技術協力 

            5.5. その他      

 

５．４．国際的な技術協力 

 

国際連合気候変動枠組条約の非附属書Ⅰ締約国では、第 2 次またはさらに高次の国別報告書の提出

に向けた準備を進めているところが多くある。このため、当該国では、気候変動への適応の基盤とな

る気候変化の将来予測について、的確に行う技術の習得を望んでいる。（独）国際協力機構（以下「JICA」

という。）は、気候変動が地球規模の課題であることから、途上国での取り組みは欠かせないと判断し、

技術支援として気候変動への適応能力強化に関する研修に取り組み始めた。気象研究所は JICA に協

力し、気候変化の将来予測に係る技術支援を行う受け入れ機関として研修を実施した。主なものは以

下のとおり。 
・アルゼンチン気候変動への適応能力強化に関する研修 
・アジア地域「気候変動への適応にかかる能力強化」研修 

また、気象研究所における気象観測研究の知見等を活かした研修受け入れも行っている。主なもの

は以下のとおり。 
  ・日中気象災害協力研究センタープロジェクト「境界層観測」コース（JICA による） 
さらに、地震火山分野にあっては、1995 年以来、（独）建築研究所が行う「国際地震工学研修グロ

ーバル地震観測コース」において、地震波解析による核実験識別法の講義等を行うことを通じて、包

括的核実験禁止条約の枠組み推進に貢献している。 
 

 
 

５．５．その他 

 

研究の成果として得られたプログラムを、申請に応じて研究機関、教育機関に提供し、成果の普及

に努めた。 

・地殻変動解析支援プログラム MICAP-G：日本大学で利用 

 

普
及
・
広
報
活
動
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6. 成果発表                                          6.1. 論文等 

６．成果発表 
 
 気象研究所の職員が平成 19年度に発表した論文、口頭発表の一覧を個人別に五十音順で掲載している。 
 論文等には、原著論文のほか、報告書、著書、翻訳、解説などの著作物について、単独・共著の区別な

く掲載した。但し、口頭発表に伴う著作物のうち学会予稿集など簡易なものについては、口頭発表と重複

するため除いている。 
 口頭発表には、学会や会議で行った発表・講演のうち、気象研究所職員が筆頭者となっているものを一

覧として掲載した。 
 
６．１．論文等 
 
 各著作物の情報は、整理番号、著者、刊行年、論文タイトル、掲載誌、掲載巻・頁の順に掲載している。

整理番号における左側の番号は、該当職員に割り当てた番号であるため、下記リストでは必ずしも連続し

て現れない。 
 また、整理番号の後ろに「*」を付した著作物は、査読付き論文であることを示している。 

 
 
青木重樹     0-1   *山崎明, 青木重樹, 吉田康宏, 小林昭夫, 勝間田明男, 阿部正雄, 森脇健, 大河原斉揚, 

長田芳一, 松岡英俊, 吉田知央, 関谷博, 親納孝嘉, 平松秀行, 2008: 海底地震計を

用いた 2004年紀伊半島南東沖の地震の余震観測, 気象研究所研究報告, 第 59号, 
65-82 . 

青木輝夫     1-1   青木輝夫, 田中泰宙, 2008: 大気エアロゾルの沈着が積雪アルベドに与える影響, 天
気, 55, 538-547 . 

             1-2   青木輝夫, 安仁屋政武, 串田圭司, 山内恭, 浮田甚朗, 朽木勝幸, 2008: EARSeL 陸城

雪氷リモートセンシングに関する第 5回ワークショップ，及びスイスとの二国間セ

ミナー参加報告, 雪氷, 70, 441-446 . 
             1-3   青木輝夫, 2009: 積雪の光学特性とリモートセンシングに関する研究‐2008年度日

本気象学会賞受賞記念講演‐, 天気, 56, 5-17 . 
             1-4   *Teruyuki Nakajima, Hiroshi Murakami, Masahiro Hori, Takashi Y.Nakajima, 

Hirokazu Yamamoto, Joji Ishizuka, Ryutaro Tateishi, Teruo Aoki, Tamio 
Takamura, Makoto Kuji, Nguyen Dinh Duong, Akiko Ono, Satoru Fukuda and 
Kanako Muramatsu, 2009: Overview and science highlights of the ADEOS-Ⅱ
/GLI project, J. Remote Sens. Soc. Japan, 29, 11-28 . 

             1-5   *T.Aoki, M.Hori(EORC,JAXA)and K.Stamnes(Stevens Institute of Technology）, 

2009: ADEOS-Ⅱ/GLI snow/ice products and the scientific implications, J. 
Remote Sens. Soc. Japan, 29, 124-132 . 

青山道夫     4-1   *Hirose, K., M. Aoyama, Y. Igarashi and K. Komura, 2008: Imprvement of 137Cs 
analysis in small volume seawater samples using the Ogoya underground facility, 
Journal of Radioanalytical and Nuclear Chemistry, Vol.276 No.3, 795-798 . 

             4-2   *Hirose, K., Y, lgarashi and M. Aoyama, 2008: Analysis of the 50-year records of 
the atmospheric deposition of long-lived radionuclides in Japan, , 66, 1675-1678 . 

             4-3   *Inomata, Y., M. Aoyama and K. Hirose, 2009: Analysis of 50-y record of surface 
137Csconcentrations the global ocean using the HAM-global database, Journal of 
Environmental Monitorirng, 11, 116-125 , doi:10.1039/b811421h. 

             4-4   猪股弥生, 五十嵐康人, 千葉長, 青山道夫, 廣瀬勝己, 2009: 再現期間を用いた降

水時における高ガンマ線線量率の異常値判定, Radioisotopes, 58, 37-42 . 
             4-5   *Yayoi Inomata, Yasuhito Igarasi, Masaru Chiba, Mishio Aoyama, Katsumi Hirose, 

2008: Return period of enhanced gamma ray dose rates: regional differences 
observed in Japan, Journal of Environmental Monitorirng, 10, 837-841 . 

             4-6   *Shinya Kouketsu, Masao Fukasawa, Ikuo Kaneko, Takeshi Kawano, Hiroshi 
Uchida, Toshimasa Doi, Michio Aoyama and Kiyoshi Murakami, 2009: Changes 
in water properties and transports along 24_N in the North Pacific between 1985 
and 2005, Journal of Geophysical Research, 114, C01008 , 
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